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は じめ に

　現在行われて い る母体血 胎児染色体検査は，妊

娠 9〜22週 の 妊婦 か らの 採 血で 21／18／13 トリソ

ミーの 可能性 を調 べ る検査で ある ．結果は約 2 週

間後 陽性 とな っ た場合は
， 羊水検査 など で 確定

診断が必要 である．受検で きる条件は，T21／Tl8／

Tl3 に 関 して ハ イ リス ク妊婦で，　 H25 年 4 月よ り

臨床研究 と して 開始 され ， 月 900件程度報告 され

て い る （2／12 現在，全国 50施設）．

　今回，NIPT （Non −lnvasive　Prenatal　Testing）の

遺伝 カウ ン セ リン グの 特性，また クライア ン トの

理解 ・誤解等 につ い て 論 じる．

出生前診断の難 しさ

　出生前診断は身近 な産科診療の 中で も避けて通

れ ない 問題で あ りなが ら， その 対応は さまざま で ，

妊婦が混乱 した り，医療者と して 対応に苦慮する

こ とも少 な くない ．医療倫理 だけで は解決 し きれ

ない た くさん の課題 を抱 えて お り，社会や個人に

与える影響 も非常 に大 きい ．そ して，それ ぞれ の

置か れ て い る 状況 （た とえば，妊娠週 数 家族背景，

受検理 由な ど）に よ っ て も受け止め方 も異な り，立

場 （当事者，関係者，
一
般市民）や 対象（受検する妊

婦，診断される胎児）に よ っ て評価が 異な る とい う

面がある．た と えば，

　  知 っ て 選ぶ こ とは個 々 の 当事者の 権利 （妊婦

の 自己 決定権）な の か ？生命の 選 別 ・障害 をも っ

て生 まれ る人の排除だ とした ら優生思想 に つ なが

る の で は ない か ？

　  重篤性 とは誰が何で判断すべ きなのか ？

　  着床 前診断 は，異常児の 人 工妊娠中絶や繰 り

返す流産 に よる精神的苦痛を 同避で きるが ，体外

受精 を必要 とす る点，移植され な い 胚が廃棄され

る とい う点で は母体へ の 侵襲，生命の 侵害，生命

の 選別 とい う側面 を もつ ．受精卵 の段 階で の 選別

は，胎児の 生命 を奪 うよ りも心理的な抵抗感は小

さ く（出生 前診 断 ほ ど の 具体 的な 妊娠 葛藤 が な

く），安易な選別 ・排除を拡大するの で は ？

　  得 られた情報が本入や他の 血縁者の 健康管理

に役立 て られ る可 能性が ある場合 ， どの 範囲まで

どの よ うに開示すべ きか ？予 防や 治療方法の ない

塑 …：NIPT （Non −lnvasive　Prenatal　Testing），Genetic　counseling ，　Misunderstanding，　Autonomy ，　Ethical　is・

　 　 　 　 　 sue

今回 の 論文 に関 して，開示すべ き利益相反状態はありませ ん．
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Q1 ．（一次施設 の 先生に質問します。）

　 NIPTに関して妊婦さん か ら相談を受けた時、
どの ように 対応されて い ますか ？

睡磁釧
1．時 間をか けて 説明し、希望が あれば実施施 設を探す
　 N 12％
2 ．時間 をか けて説 明するが、実施 施設 は探さない

　 鬮 櫑

3 ．大まか に 説 明し、希 望があれば実施施設を探す
一 戀 轗 錙 驪 韆鑞 顰醗鏘 5s％

4 ．大まかに説明するが、実施 施設は探さない
　 一 12％
5 ．説 明はしないが、希 望があれば実施施設を探す
　 WWBK
6 ．説明せず、実施施設も探さない
　 國1氈
7．相談を受け たこ とが ない
　 醗 罍靆靉靆 郵 糂

Q2 ．（問 題 1で実 施 施 設を探す とお答 えにな っ た 先生 方 へ ）

　 NIPTの 紹介先がみ つ か らず困 っ た事例が

　 ありますか ？

〔  酬

Q3 ．日本における出生前遺伝学的検査の

　　輔 実騰 は？

　 　   調 i
1

盤幽 翻 蠶 鬮 M ，，，

1．ある

圏 鬮 …

2

麓戳斷 。

鯔劉

2．ない

鬮闘鬮 鬮鬮驪圃 レ
　　　　　　　　1図 1】 質問 1 ・2

な ど，メ リ ッ トの は っ きりしない 疾患の 発症前診

断に つ ながる こ とはない の か ？

　  解析を進め た こ と に よ り，子 の 実父が異 なっ

て い る など予期せ ぬ 情報が得 られ た場合 ， また は

疾病 リス クな どに関連するか は っ きりしない 情報

が得 られた場合，これ を伝えるべ きか ？誰に伝え

る べ きか ？

　  本技術を許容する こ とに よ る社会的影響 もあ

る ．「出生 前診断が一般的」 と理解され，「出生前診

断する こ とは賢い 選択」 とい う風潮を生む可能性

や ，妊婦が障害児を産むか もしれ ない とい う不安

を抱 く可能性，出生前診断の 対象疾患が 明確にな

り，その 障害 をもつ 人々 へ の 差別が助長 され る可

能性，その 遺伝子変異や染色体異常を もつ 夫婦に

対 して社会的圧力が加わる可能性もある．

　  出生 前 診断 へ の 意識 の 高ま りは，wrongful

birth訴 訟の 概 念 を登 場 させ た．　 wrongful 　birth

訴訟 と は，親が ，医師の 過失がなか っ たならば，

子の 出生 は回避で きた はずで あると主張 して 医師

日本 の 出生前診断の 現状

・実施件数

　 一羊水検査　　　　　：年間2万件強
　 一血清 マ

ー
カ
ー
検 査　 1年 間2万件強

　 一NIPT 　 　　 　　 ：年 間1万件 弱

　 一着床 前診断 　 　 　 ： 年間 100 件程度

・見解 ・会告
　 一厚生 科学審議会 「母 体血清マ

ー
カ
ー

に関する見解 」 （1999）
　 　 　…　 妊婦 に対 して 積極的に 知 らせ る必要は な い

　 一日本産科婦人 科学会 「出生前 に行 われ る遺 伝学的検査 および 診断
　 　 に関する見解 」　 （2013〕

一
朧駝翻星籬馨碾靉欝糴籌押覆。醫

体血 e 「e

　　　 　　　　　　　 【図 2】
　（解説）

　・日本の 全妊婦の 数 ％ の 方の み が 受検 し て い る とい

　うこ とに な る．

　
・当初 の 見解 は，出 生 前診断に対 して 抑制的な意味合

い が 強か っ たが，最近出された見解 で は．検査前 ・後
の 遺伝 カ ウ ン セ リ ン グの 必要性 を強調 したうえで 出

生 前診断 を ある 程度容認す る内容 となっ て い る．

に対 し損害賠償を請求す るかたちの訴訟で あ り，

広 い 意味で い うと，不妊手術後の 妊娠例もあげら

れるが，最近で は，『適切 に出生前診断され て い れ

ば，子 を中絶で きた』 と い う主張 をもとに争われ

るケ
ー

ス が増 えて い る．

出生前診断の 遺伝カ ウンセ リング

　出生前遺伝学的検査は，

　 ・倫理 的問題 に受検者 が向 き合 わず受検する

と，妊婦 の 利益 につ なが らない 可能性が ある，

　 ・ 検査の 限界 などを十分説明 しておか ない と，

医療者側 も責任を問われ る 可能性がある ．

　その ために，遺伝カ ウ ン セ リ ン グが 重 要で ある

と考 えられて い る．
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Q4 産 科診療の 際に NT軅厚が

鸚 灘 囃 鋳か ・ 魎  
「．　　 肅 　

＝ ilth
　　　　 て 袤　　　　

日

　　る
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 37N

2・
懿鸛 籬臨 ，，

3．

4 ．

一
2tiい

　　 1　
…

紬 鵬

前 こ　　の
＝

しており、幗男llに 対応する
　 21％

5 ・黐 攤
し
纛＿

懸

NT 肥厚 に関する記載

・産婦人科 ガイ ドライ ン 2014
　 −　「NT検査の存在を積極的に 妊婦に 知らせ る 義務 」 は ない ，

一
麗麗妬貍禦嬲嬬薔糟 魂罰鞍篠 羹賠

　 　 いな い状況 でNT異常が発見された場含の対処 につ い て は、繍 殳
　　 ご 《 に 乃針 を 烹 て る こ と にな る が，遺伝 力ウ ンセ リングが可 能

　 　 な 施設 に 紹介す る こ と も考 慮 する ，
一
謁鷺鸚禦 常頸翻喜鞴 奪盈3孺覊鞭

の 目

　 　
’
］ rl

．一
ム ドコ ン セ ン ト・を勧め る 、

・ 日本産 科婦 人科学会 「出 生前 に 行わ れ る 遺伝 学的 検査 お よ

　び診断に 関する見解」　（2013 ）

雛糶鬣髏蘿蜑覊茱轜鬘蠣 ギ
の よう な

　　　　　　　　　　　【図 3】
　（解説）NT 肥厚の 評価は，非確定的 な 出生前検査 で あ

る．ガイ ドライ ン などに は明確 に ど う扱うべ きと は示

　され て お らず，施設ご とに対応を決めてお くこ と，で

　きれ ば 事前に 妊婦に希望 を確認 して お くこ と，もし伝

　える な ら ば事実 の み を伝 える の で は な くきち ん と し

　た形で 伝える 必要が ある こ とが解説 さ れ て い る．

　 しか し，出生前診断には以下 の よ うな特有の 難

しさが ある．

　  胎児生命に対 して の 実感が 乏 しい 段階か ら死

や病気の こ とに向き合 う

　  検査 に対 して問題意識 をも っ て い ない （そ も

そ も悩んで い ない ）

　  カ ッ プル それぞれの 不安要素、抱 えて い る問

題や思考 に相違 があ る （こ ど もを もつ こ とに つ い

て どう思 っ て い る の か，こ どもの 障害や成長発達

の バ リエ ーシ ョ ン ，個性，特性 につ い て の 認識な

ど）

　出生前診断に 関心をもつ 妊婦や ，検査 を受けて

胎児異常 を知 り入工妊娠中絶を選ぶ妊婦は，特別

Q5 ，わ が国で は wrongful 　birth訴訟は

起きてい ない 。 ○か x か ？

1．O

灘驪雛 ・

ゆ瓣

2．x

翻驪鬮蠶 鬮 鬮 欝 ・

　　　　　　　　　　 【図 4】

懈 説）日本に お い て，先 天性風疹症候群，ダ ゥ ン 症候

群，ペ リツ ェ ウ ス
・
メ ル ツ バ

ッ
ハ 病 の 事例 が あ る，こ

れ まで の 裁判所 の 判断は ，医師の 説明義務違 反 の 問題

と して 処理 する 判例 と，医師の 過失 に は当た らず慰謝

料 と して の 支払い を命 じる 判例が あ る．前者 は 1980

年 よ り前の 傾向で あり，親が児 を 中絶す る機会を奪 わ

れ た ，あ る い は 親が 障害児 の 出生 ま で の 問 に 精 神 的 準

備をする 機会 を奪わ れ 大 き な精神的苦痛 を与 え られ

た と した もの で ，障 害児妊娠 の 場合 に 人工 妊娠中絶が

行 わ れ て い る 社 会 的 実 態 を 許容 し た 判 断．後者 は

1990年以 降の 傾 向で ，障害児の 人工 妊娠中絶 に 社会

的 実態が あ っ た と して も，そ れ を前提 と した判断 は 出

来ない とす る もの で あ る．一
方 で，2014年 6 月の 函

館地 裁の 判断 は，前者に 近い 判断 となっ て お り，出生

前診断 に まつ わ る 時代背景 見解 や ガ イ ドラ イ ン の 変

遷，国 民 の 認 識 や 許容性 に よっ て 大きく影響を受けて

い る こ とが うか が え る．い わ ゆ る 「医 療 と法の 乖離」と

い う現象にどの よ うに対処すべ きか，改 め て 課題 が投

げか けられ て い る．

な妊婦で はない ．気持ち を理 解し，相談で きる場

は準備すべ きで あ る．少 し話が で きた とい うだ け

で ，自分 自身で ど うした い の か判 断で きる 力を

もっ て い る こ と も多く，逆に ，相談で きない と い

うだ けで ，不安が 募 り冷静に判断で きな くな っ て

しまう方 もい る．一方で，NIPT を希望する方の 中

に は，赤 ち ゃ ん へ の 過大な期待や思 い が けな い 疾

患，思 い 通 りに い か な い 育児や生活 に適応 しに く

い カ ッ プ ル で ある可能性を意識すべ きなの か も知

れ ない ．

出生前診断の こ れ か ら

　出生前診断は，よ り多くの 疾患 をよ り早期に よ

り信頼性高 く知る こ とが で きる よ うになる．そ の

中で，ど こまで知 りた い の か ， 妊婦 らに判断が求
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Q6 ．遺伝力ウンセリングとは 、

　　医学的な情報提供に心理カウンセリングを

　　加えたものである 。 O か x か ？

1．o 纐 翻

56％

誤解 1 多くの ことが 分かる？

→出生前診 断 へ の 過 大な期待。診断で きるの は児 の 異 常の ごく
一部。

3疾患の 可 能性の み しか 分か らない 。染色体核型も性別 も分か らない 。

2 ．x

澀 鬮閣闘團魁 ・

誤解2 精度が高い ？ 99％ 正 しい ？

→NIPTに は偽陽性 （偽陰性も稀 に）があり、確定的な検査ではない。
超 音 波ス クリーニ ン グ や血 清 マ ーカー検査 でも高い 陰 性的 中率を示

す が、NIPT しか信頼できない と思 い 込 んでい る方 も少なくない 。

誤解3 安全な検査 ？

→胎児 に リス クぱ ない 、侵襲的検査 を減らすこ とが できる
一

方で 、もし

陽性となれ ば、確定するには侵襲的 検査 が必 要、さらに異常が 確定し

た 妊婦 の 多 くは人 工 妊娠 中 絶を選 択している現 状か らす ると、　
”
安全

な検 査 だか ら
”
と検査を希望 した妊婦 が．はたして そのリス クを意 識し

て いる の か ？

　　出生前診断にお ける

検査前遺伝力 ウ ンセ リング

・ 遺伝 力ウンセ リング
　 ー検査に 関するlnformed　consent ととも に、
　 一双 方向の コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ンの 中で

　 一受検する かどうかの 自律的判断をサポー
トする

・ 検査や遺伝学的な知識をもとに
，

理解を促す
・ そ れぞれ の 夫婦の 想い や考え 方を汲み 取 り （共

　感） ， 思慮すべ き問題点に互 いに気付 き
，

整理
　する

　　　　　　　　　　　【図 5】
（解説）遺伝 カ ウ ン セ リ ン グで は，心理 ・社会的 な支援

も総 合的 に提 供 す る が，心 理 士 が 行 う心 理 カ ウ ン セ リ

ン グ と は基 本 的 に異 な る．

め られる時代が来る の で あれば，妊婦たちが 判断

しやす い よ うに，十分納得 した選択がで きる よう

に，医療者は支援 して い く必要がある，一定の ニ ー

ズがあ っ て ，それに応 える技術 があれば ， 商業化

の 問題 も出て くる．不安を抱える妊婦が不適切 な

技術 に頼 っ た りする ことの ない よう，医療者が適

誤解4 安心が得 られる検査 ？

→ 検査で 分からない たくさん の 異常や、これか ら先もさまざまなリス ク

は残る。この検査で本当の 安心が得られるの か…

誤解5 多くの人が受ける？
→報道などの 影 響で 、高齢妊 娠 だっ た ら受 けるの が当然 とい う考えで 、
本人 が どうして 必 要とするの か 考えて い ない 。そもそも日 本 人の 多 くは

出生 前診断 その もの を受 けて い ない 実情を多くの 方は知 らな い 。

誤 解6 ダウン症候群 へ の誤 解
→ もしダウン症を知らないまま、実際に事実に直面 したとき、自律的 な

判断がで きるの か ？ ダウン 症の 子ならなぜ諦め ようと思うの か、ご 自

身の 中で 考えたり、納得したりする場を準備しておくべ きで ある。

　　　　　　　　【図 6】　 よ くあ る誤解

切に関わる ことが 大切で ある．

おわ りに

　出生前遺伝学的検査，特に NIPT における遺伝

カ ウ ン セ リ ン グ の あ り方を検討 した，検査前遺伝

カ ウ ン セ リ ン グを行う場合は，倫理 的側面に つ い

て 配慮 し，中立的に行 うこ と，カ ッ プル の もつ 潜

在的な思 い も焦点 をあて ，問題点 に気づ かせ ，そ

の うえで 自律的決断 を支援 す る こ とが 大切 で あ

る．
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